





研 究 課 題
長期間にわたる長時間の山歩きを伴う修行が
ヒトの生体機能に及ぼす影響


































































































被検者は、健康な中年男性 2 名であった（Sub. A; 







































修 行 中 の 心 拍 数 変 動 に つ い て、1st phase、2nd 
phase および 3rd phase に分けて分析した。1st phase
は約 4.5 時間 であり、この間の平均心拍数は Sub. A
が 104.8 ± 13.7（拍 / 分）、Sub. B が 106.4 ± 18.2（拍






えられる。ただし最高心拍数は Sub. A が 137.4 （拍 /




れているため平均心拍数は Sub. A が 124.1 ± 13.1
（拍 / 分）、Sub. B が 127.1 ± 19.1（拍 / 分）であっ
た。1st phase 同様に最高心拍数についてみたところ、











数で約 15（拍 / 分）の差が生じている状況が観察さ







示 し た。 修 行 前 の 測 定 値 は Sub. A が 2.4mmol/L、
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図 2. 修行前後における血中乳酸濃度の変化
